
市区町村名：

１．令和７年度以降の保育需要と提供体制

都道府県 千葉県 担当者名

市区町村 佐倉市 電話番号

所属（課・室） こども政策課 メールアドレス

保育提供区域 複数区域 ←プルダウン選択してください。複数区域を選択した場合は、様式１－２のシートをつけて提出してください。

令和7年4月1日 令和8年4月1日 令和9年4月1日 令和10年4月1日 令和11年4月1日

実績 実績 見込み・計画数 見込み・計画数 見込み・計画数

０ 歳 児 705. 690. 720. 707. 693.

１・２歳児 1,586. 1,555. 1,530. 1,498. 1,468.

３歳以上児 2,857. 2,763. 2,469. 2,461. 2,398.

合 計 5,148. 5,008. 4,719. 4,666. 4,559.

０ 歳 児 117. 132. 193. 190. 185.

１・２歳児 933. 911. 845. 830. 816.

３歳以上児 1,584. 1,584. 1,313. 1,318. 1,297.

合 計 2,634. 2,627. 2,351. 2,338. 2,298.

０ 歳 児 16.6% 19.1% 26.8% 26.9% 26.7%

１・２歳児 58.8% 58.6% 55.2% 55.4% 55.6%

３歳以上児 55.4% 57.3% 53.2% 53.6% 54.1%

合 計 51.2% 52.5% 49.8% 50.1% 50.4%

０ 歳 児 208. 204. 204. 204. 204.

１・２歳児 914. 919. 919. 919. 919.

３歳以上児 1,521. 1,550. 1,550. 1,550. 1,550.

合 計 2,643. 2,673. 2,673. 2,673. 2,673.

０ 歳 児 0. 0.

１・２歳児 0. 0.

３歳以上児 0. 0.

合 計 0. 0.
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043-484-6139

kodomoseisaku@city.sakura.lg.jp

保育提供区域の
設定の考え方

佐倉市地域福祉計画に規定する日常生活圏域を保育提供区域として設定している。日常生活圏域は、住み慣れた地域において
安心して日常生活を営むことができるようにするための基盤となる圏域で、地域福祉活動の軸となるもの。
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就

学
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児

童

数

①

田中　健治

保育提供体制の確保のための実施計画（市区町村全域） 佐倉市

作成対象：全市区町村

　担当者連絡先

資料８
令和8年6月12日（金）
第1回こどもどまんなか会議



【申込者数（保育ニーズ）算定の考え方】

０歳児

１・２歳児

３歳以上児

要素の有無

要素の説明

２．期間中における整備内容及び定員増減の予定

定員増加を図る施設 定員減少を図る施設
定員増減数
（差引合計）

検算用
（「1．令和7年度以降の保育需
要と提供体制」の利用定員数

（整備量）の前年度比）

エラーチェック
（当セルにおいて、エラーが生
じた場合は、必ず右記の※留意
事項をご確認いただき、エラー
が生じていない状態でご提出く

ださい。）

千葉県 佐倉市

令和7年度
エラー結果

あり：「エラーあり」
なし：「○」

○

令和8年度 0.0 0.0 0.0 0.0 ○

0歳児 0.0 0.0 0.0 0.0 ○

1・2歳児 0.0 0.0 0.0 0.0 ○

3歳以上児 0.0 0.0 0.0 0.0 ○

令和9年度 0.0 0.0 0.0 0.0 ○

0歳児 0.0 0.0 0.0 0.0 ○

1・2歳児 0.0 0.0 0.0 0.0 ○

3歳以上児 0.0 0.0 0.0 0.0 ○

令和10年度 70.0 -70.0 0.0 0.0 ○

0歳児 3.0 -3.0 0.0 0.0 ○

1・2歳児 22.0 -22.0 0.0 0.0 ○

3歳以上児 45.0 -45.0 0.0 0.0 ○

＜表①就学前教育・保育施設等整備交付金の協議や保育所等改修費等支援事業の交付申請を行う場合（定員変更を伴う整備及び定員変更を伴わないが「人口減少対策」の採択による財政支援を受けようとしている整備に限る）＞

千葉県 施設名称(a) 施設種別(b) 整備区分(c)
定員増減数（数のみ）
(d)

(d)のうち
0歳児(e)

(d)のうち
1・2歳児(f)

(d)のうち
3歳以上児(g)

整備年度(h)
令和8年度(i)

整備年度(h)
令和9年度(j)

整備年度(h)
令和10年度(k)

定員増減が発生する年度(l) 活用事業(m) 実施区域(n)

佐倉市

○○園
（補助金等の申請書類にお
ける名称と揃えること。令
和９年度以降は未定も可と
する）

認定こども園
（令和9年以降は未定も可と
する）

その他定員変更を伴う整備 -5 -10 15 -10

該当する場合は「○」を選択
（複数年度整備を行う場合には、該
当する全ての年度について「○」を
選択すること）

該当する場合は「○」を選択
（複数年度整備を行う場合には、該
当する全ての年度について「○」を
選択すること）

該当する場合は「○」を選択
（複数年度整備を行う場合には、該
当する全ての年度について「○」を
選択すること）

令和10年度
(例えば、R9年4月2日～R10年4月1日まで
に定員増減が発生する場合には「令和9
年度」、R10年4月2日～R11年4月1日に定
員増減が発生する場合には「令和10年
度」を選択すること。詳細は右記の留意
事項を参照。）

保育所等改修費等支援事業
（令和9年以降は未定も可とする）

全域
複数区域名

No.1 0

No.2 0

No.3 0

No.4 0

No.5 0

No.6 0

No.7 0

No.8 0

No.9 0

No.10 0

No.11 0

No.12 0

No.13 0

No.14 0

No.15 0

No.16 0

No.17 0

No.18 0

No.19 0

No.20 0

No.21 0

No.22 0

No.23 0

No.24 0

No.25 0

No.26 0

No.27 0

No.28 0

No.29 0

No.30 0

No.31 0

No.32 0

No.33 0

No.34 0

No.35 0

No.36 0

No.37 0

No.38 0

No.39 0

No.40 0

No.41 0

No.42 0

No.43 0

No.44 0

No.45 0

No.46 0

No.47 0

No.48 0

No.49 0

No.50 0

＜表②①以外の定員増減の予定＞

施設名称(a) 施設種別(b) 実施内容(c)
定員増減数（数のみ）
(d) (d)のうち　0歳児(e)

(d)のうち　1・2歳児
(f)

(d)のうち　3歳以上児
(g)

実施内容（c）を行う年度
(h)

定員増減が発生する年度
（i）

（c）の具体的な内容と理由（j）

千葉県 △△保育所
(未定も可とする）

保育所
（令和9年以降は未定も可と
する。自由記述）

閉園 -10 -5 5 -10 令和8年度

令和9年度

(例えば、R9年4月2日～R10年4月1日
までに定員増減が発生する場合には
「令和9年度」、R10年4月2日～R11
年4月1日に定員増減が発生する場合
には「令和10年度」を選択するこ
と。詳細は右記の留意事項を参
照。）

児童数の減少により閉園

佐倉市 ○○保育所
(未定も可とする）

保育所
（令和9年以降は未定も可と
する。自由記述）

定員変更 0 7 0 -7 令和8年度 令和8年度
（同上の通り）

0歳児の受け皿拡大のため3歳以上児を縮小

No.1 根郷保育園 保育所 閉園 -70 -3 -22 -45 令和11年度以降 令和10年度

No.2 未定 未定
創設、定員拡大（①以
外で整備を行った場

70 3 22 45 令和10年度 令和10年度

No.3 0

No.4 0

No.5 0

No.6 0

No.7 0

No.8 0

No.9 0

No.10 0

No.11 0

No.12 0

No.13 0

No.14 0

No.15 0

No.16 0

No.17 0

No.18 0

No.19 0

No.20 0

No.21 0

No.22 0

No.23 0

No.24 0

No.25 0

No.26 0

No.27 0

No.28 0

No.29 0

No.30 0

No.31 0

No.32 0

No.33 0

No.34 0

No.35 0

No.36 0

No.37 0

No.38 0

No.39 0

No.40 0

No.41 0

No.42 0

No.43 0

No.44 0

No.45 0

No.46 0

No.47 0

No.48 0

No.49 0

No.50 0

加味する要素

無し ←プルダウン選択してください。

（例）
①大規模マンションの建設
　令和○年に○○駅前（○○区域）に○○戸規模のマンションが完成予定で、就学前児童数が〇〇人増加する見込みのため、令和〇年以降の
就学前児童数に加味した。

②宅地開発
　○○区域において子育て世帯・共働き世帯の流入が増加しているため、令和○年以降の就学前児童数に加味した。

③女性就業率の上昇
　○○調査結果に基づき女性就業率の伸び率が今後上昇すると見込んでいるため、申込者数の過去３年平均の伸び率に＋〇％した。

作成対象：全市区町村

○「１.令和７年度以降の保育需要と提供体制の利用定員数（整備量）」にて計画した整備内容及び
　定員増減の予定を以下に記載すること。※過年度（令和7年度）のみの整備内容は記入不要。
○令和8年度の就学前教育・保育施設等整備交付金の協議や保育所等改修費等支援事業の交付申請にあたっては、
　以下に記載する整備・改修予定の施設と整合をとること（定員の増減が生じない整備等は記載不要とする）。

＜集計表（自動転記）＞
以下の①及び②で記載した詳細について、0歳児、1・2歳児、3歳以上児における令和8年度以降の定員増加を図る施設及び定員減少を図る施設の内訳を記入すること。
「1．令和７年度以降の保育需要と提供体制」における利用定員数の前年度比と「2．期間中における整備内容及び定員増減の予定」における各年度の「定員増減数（差引合計）」は一致させること

（詳細は印刷範囲外右記の※留意事項を参照）。

公立保育園の民営化のため閉園

公立保育園の民営化による後継園の開園

作成対象：全市区町村

○毎年度、前年度までの見込みと実績を比較し、乖離が生じている場合には、その要因を精査・分析し、必要に
応じて推計方法の見直しを行うこと。
○各市区町村の実情に応じた適切な方法に基づき、算定すること。

申込者数（保育ニーズ）の算定式 算定式に用いた要素の推計方法

算定式

（算定式の例）
　就学前児童数×申込率

（文例）
○就学前児童数
　・令和○年○月時点の人口推計を使用
　・過去○年の就学前児童数の増加・減少率の平均を使用
○申込率
　・令和○年○月に実施したニーズ調査により見込んだ申込率を使用
　・過去○年の申込率の増加・減少率の平均を使用

就学前児童数　×　申込率　=　申込者数

○就学前児童数
　・佐倉市こども計画策定（R7.3）に用いた人口推計を使用
○申込率
　・佐倉市こども計画策定時に過去5年の申込者数の伸び率を基礎として推計

就学前児童数　×　申込率　=　申込者数

○就学前児童数
　・佐倉市こども計画策定（R7.3）に用いた人口推計を使用
○申込率
　・佐倉市こども計画策定時に過去5年の申込者数の伸び率を基礎として推計

就学前児童数　×　申込率　=　申込者数

○就学前児童数
　・佐倉市こども計画策定（R7.3）に用いた人口推計を使用
○申込率
　・佐倉市こども計画策定時に過去5年の申込者数の伸び率を基礎として推計

○〈集計表（自動転記）〉のG21からG33について
以下の表①②の定員増減数（d欄）の合計（E21からE33 ）と
「1．令和７年度以降の保育需要と提供体制」（F21からF33）に差異があった場合、
以下の通り「エラー」と表示されます。

エラーが表示されたまま提出しないでください！！！
〈適切な表示例〉 〈不適切な表示例〉



保育提供区域名：

上記の保育提供区域名はシート名から自動転記されます　シート名例）◎△△区　×様式1－2（△△区））↑

１．令和７年度以降の保育需要と提供体制（保育提供区域を複数設定している市区町村のみ提出）

令和7年4月1日 令和8年4月1日 令和9年4月1日 令和10年4月1日 令和11年4月1日

実績 実績 見込み・計画数 見込み・計画数 見込み・計画数

０ 歳 児 103. 82. 98. 95. 95.

１・２歳児 213. 213. 213. 205. 200.

３歳以上児 369. 361. 351. 349. 347.

合 計 685. 656. 662. 649. 642.

０ 歳 児 24. 21. 33. 33. 32.

１・２歳児 169. 170. 154. 149. 145.

３歳以上児 351. 364. 268. 266. 265.

合 計 544. 555. 455. 448. 442.

０ 歳 児 23.3% 25.6% 33.7% 34.7% 33.7%

１・２歳児 79.3% 79.8% 72.3% 72.7% 72.5%

３歳以上児 95.1% 100.8% 76.4% 76.2% 76.4%

合 計 79.4% 84.6% 68.7% 69.0% 68.8%

０ 歳 児 27. 27. 27. 27. 27.

１・２歳児 167. 170. 170. 170. 170.

３歳以上児 332. 363. 363. 363. 363.

合 計 526. 560. 560. 560. 560.

０ 歳 児 0. 0.

１・２歳児 0. 0.

３歳以上児 0. 0.

合 計 0. 0.
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保育提供体制の確保のための実施計画（保育提供区域） 佐倉区域
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保育提供区域名：

上記の保育提供区域名はシート名から自動転記されます　シート名例）◎△△区　×様式1－2（△△区））↑

１．令和７年度以降の保育需要と提供体制（保育提供区域を複数設定している市区町村のみ提出）

令和7年4月1日 令和8年4月1日 令和9年4月1日 令和10年4月1日 令和11年4月1日

実績 実績 見込み・計画数 見込み・計画数 見込み・計画数

０ 歳 児 148. 115. 139. 138. 134.

１・２歳児 284. 293. 274. 268. 262.

３歳以上児 509. 475. 402. 401. 395.

合 計 941. 883. 815. 807. 791.

０ 歳 児 18. 14. 27. 27. 26.

１・２歳児 134. 128. 134. 135. 135.

３歳以上児 217. 193. 145. 146. 146.

合 計 369. 335. 306. 308. 307.

０ 歳 児 12.2% 12.2% 19.4% 19.6% 19.4%

１・２歳児 47.2% 43.7% 48.9% 50.4% 51.5%

３歳以上児 42.6% 40.6% 36.1% 36.4% 37.0%

合 計 39.2% 37.9% 37.5% 38.2% 38.8%

０ 歳 児 34. 30. 30. 30. 30.

１・２歳児 151. 130. 130. 130. 130.

３歳以上児 199. 193. 193. 193. 193.

合 計 384. 353. 353. 353. 353.

０ 歳 児 0. 0.

１・２歳児 0. 0.

３歳以上児 0. 0.

合 計 0. 0.
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保育提供体制の確保のための実施計画（保育提供区域） 根郷・和田・弥富区域
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保育提供区域名：

上記の保育提供区域名はシート名から自動転記されます　シート名例）◎△△区　×様式1－2（△△区））↑

１．令和７年度以降の保育需要と提供体制（保育提供区域を複数設定している市区町村のみ提出）

令和7年4月1日 令和8年4月1日 令和9年4月1日 令和10年4月1日 令和11年4月1日

実績 実績 見込み・計画数 見込み・計画数 見込み・計画数

０ 歳 児 151. 164. 157. 154. 150.

１・２歳児 378. 358. 344. 336. 329.

３歳以上児 666. 632. 595. 611. 586.

合 計 1,195. 1,154. 1,096. 1,101. 1,065.

０ 歳 児 21. 30. 42. 41. 40.

１・２歳児 195. 177. 180. 176. 172.

３歳以上児 318. 308. 289. 300. 290.

合 計 534. 515. 511. 517. 502.

０ 歳 児 13.9% 18.3% 26.8% 26.6% 26.7%

１・２歳児 51.6% 49.4% 52.3% 52.4% 52.3%

３歳以上児 47.7% 48.7% 48.6% 49.1% 49.5%

合 計 44.7% 44.6% 46.6% 47.0% 47.1%

０ 歳 児 45. 40. 40. 40. 40.

１・２歳児 182. 175. 175. 175. 175.

３歳以上児 314. 313. 313. 313. 313.

合 計 541. 528. 528. 528. 528.

０ 歳 児 0. 0.

１・２歳児 0. 0.

３歳以上児 0. 0.

合 計 0. 0.

待

機

児

童

数

保育提供体制の確保のための実施計画（保育提供区域） 臼井・千代田区域
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者

数
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）
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率

（

②

／

①

）

利

用

定

員

数

(

整

備

量

)



保育提供区域名：

上記の保育提供区域名はシート名から自動転記されます　シート名例）◎△△区　×様式1－2（△△区））↑

１．令和７年度以降の保育需要と提供体制（保育提供区域を複数設定している市区町村のみ提出）

令和7年4月1日 令和8年4月1日 令和9年4月1日 令和10年4月1日 令和11年4月1日

実績 実績 見込み・計画数 見込み・計画数 見込み・計画数

０ 歳 児 164. 174. 182. 179. 176.

１・２歳児 401. 367. 395. 392. 386.

３歳以上児 726. 725. 634. 627. 608.

合 計 1,291. 1,266. 1,211. 1,198. 1,170.

０ 歳 児 25. 29. 45. 44. 43.

１・２歳児 222. 226. 204. 202. 199.

３歳以上児 354. 371. 333. 336. 332.

合 計 601. 626. 582. 582. 574.

０ 歳 児 15.2% 16.7% 24.7% 24.6% 24.4%

１・２歳児 55.4% 61.6% 51.6% 51.5% 51.6%

３歳以上児 48.8% 51.2% 52.5% 53.6% 54.6%

合 計 46.6% 49.4% 48.1% 48.6% 49.1%

０ 歳 児 50. 55. 55. 55. 55.

１・２歳児 216. 228. 228. 228. 228.

３歳以上児 349. 352. 352. 352. 352.

合 計 615. 635. 635. 635. 635.

０ 歳 児 0. 0.

１・２歳児 0. 0.

３歳以上児 0. 0.

合 計 0. 0.

待

機

児

童

数

保育提供体制の確保のための実施計画（保育提供区域） 志津北部区域

年齢

就
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前

児
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数
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）

②
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（

②
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①

）

利

用

定

員

数

(
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備

量

)



保育提供区域名：

上記の保育提供区域名はシート名から自動転記されます　シート名例）◎△△区　×様式1－2（△△区））↑

１．令和７年度以降の保育需要と提供体制（保育提供区域を複数設定している市区町村のみ提出）

令和7年4月1日 令和8年4月1日 令和9年4月1日 令和10年4月1日 令和11年4月1日

実績 実績 見込み・計画数 見込み・計画数 見込み・計画数

０ 歳 児 139. 155. 144. 141. 138.

１・２歳児 310. 324. 304. 297. 291.

３歳以上児 587. 570. 487. 473. 462.

合 計 1,036. 1,049. 935. 911. 891.

０ 歳 児 29. 38. 46. 45. 44.

１・２歳児 213. 210. 173. 168. 165.

３歳以上児 344. 348. 278. 270. 264.

合 計 586. 596. 497. 483. 473.

０ 歳 児 20.9% 24.5% 31.9% 31.9% 31.9%

１・２歳児 68.7% 64.8% 56.9% 56.6% 56.7%

３歳以上児 58.6% 61.1% 57.1% 57.1% 57.1%

合 計 56.6% 56.8% 53.2% 53.0% 53.1%

０ 歳 児 52. 52. 52. 52. 52.

１・２歳児 198. 216. 216. 216. 216.

３歳以上児 327. 329. 329. 329. 329.

合 計 577. 597. 597. 597. 597.

０ 歳 児 0. 0.

１・２歳児 0. 0.

３歳以上児 0. 0.

合 計 0. 0.

待

機

児

童

数

保育提供体制の確保のための実施計画（保育提供区域） 志津南部区域

年齢

就

学

前

児
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数

①
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①課題

②今後取り組むべき内容

※上記①②に記載した計画の掲載URL・該当ページ数（ホームページ掲載されていない場合はデータ添付してください。）

◆保育士宿舎借上げ支援事業
（4）-1に記述したとおり、佐倉市では民間施設が保育士を雇えない状況があり、保育の質の向上を阻む最大のボトルネックとなって
います。近隣市との人材獲得競争が激化しており、給与面での処遇改善や、ICT活用による業務負担の軽減、共同保育の実施等、
民間の保育施設でも働きやすい環境を整備し、保育士がやりがいを持って長く働ける環境を作ることが必要です。

設問（４）は採択３（その他の地域課題）を希望する市区町村が記載対象で
す。
　【記載対象となる財政支援】D、G、H、I、J、L

　採択３（その他の地域課題）を希望しない市区町村は、（５）に進んでください。

（４）－１
貴市区町村における保育の現状について、貴市区町村における計画の内容や地
域のあり方にも言及しながら、課題及び今後取り組むべき内容を具体的に記載し
てください。
※計画とは、市町村子ども・子育て支援事業計画だけでなく、総合計画、人口やま
ちづくり・地域づくり、保育施設の再編等に関する計画などを指します。

　佐倉市の保育行政が直面している課題は、少子化の進展による量のミスマッチと、特別な支援を要する保育の質への対応です。
　まず「量」の課題として、令和７年度は通年待機児童が出ない見込みですが、志津北部区域など開発が進み利便性の高いエリアや、保育に
特色があり人気がある施設では、0～2歳児の受け入れ枠が不足し、希望する園に預けられない状況が続いています。一方で、開発時期の古
い住宅街にある施設や、利用者に選ばれない施設では、今後、定員割れに伴う園経営の不安定化を懸念しており、地域・施設ごとのアンバラン
スな状況への対応が求められています。
　次に「質」の課題として、特別な支援を要する児童が増加しており、対応が求められています。発達に特性のあるこどもを保育するには、加配
等により対応する必要がありますが、施設には保育士を雇えない状況があります。近隣市との人材獲得競争が激化しており、待遇の改善など
現職者の定着施策を行ってはおりますが、保育の質の向上を阻む最大のボトルネックとなっています。

I J L

　今後は、「待機児童対策」から一歩進み、「持続可能な保育体制の再構築」に取り組んでいきます。
　まず、人材の確保と保育の質の向上です。給与面での処遇改善や、ICT活用による業務負担の軽減、共同保育の実施等により、民間の保育
施設でも働きやすい環境を整備し、保育士がやりがいを持って長く働ける環境を作ることで、保育の質の安定化を図ります。
　次に、時代の変化に合わせた施設の再編と多機能化を進めます。老朽化する公立施設の統廃合を進めつつ、医療的ケア児の受け入れな
ど、民間施設では行うことが難しい、特別な支援を要する保育等への対応を強化し、親の働き方やこどもの状況に関わらず、地域で育つことが
できる環境を整備します。

◆佐倉市第５次総合計画（中期基本計画）　P.62～63
https://www.city.sakura.lg.jp/soshiki/kikakuseisakuka/9/293/chukikihonkeikaku/16816.html

◆佐倉市こども計画　P51～56
https://www.city.sakura.lg.jp/soshiki/kodomoseisakuka/9/20334.html

（４）－２
財政支援D、G、H、I、J、Lについて、（４）－１で記載した内容も踏まえて、その財政
支援を必要とする理由を希望する財政支援ごとに記載してください。

貴自治体が希望している財政支援は下記のとおり

○ D G H


